
Ian H.S. Riseley 
イアン・H.S.ライズリー　（オーストラリア・サンドリンガムＲＣ）
2017-18年度　会長テーマ　ROTARY:MAKING A IFFERENCE
ロータリー：変化をもたらす公認会計士。
1976年に自身が設立したIan Riseley & Co.の社長。
同社設立以前は、大手会計事務所や企業の監査および経営コンサル
ティング部門に勤務。
　私立・公立学校の理事、サンドリンガム市諮問グループのメンバー、
Beaumaris Sea Scouts Groupの会長、Langi-Taanスキークラブの会長な
どを務めた経験があり、現在は多くの慈善団体で名誉監査人やアドバイ
ザーを務めている。

　東チモールでの活動を称えられてオーストラリア政府より「AusAID Peacebuilder Award」を受賞。オーストラリアの地域社会への貢
献が認められてオーストラリア勲章を受勲。また、ロータリー財団からは「ポリオのない世界のための奉仕賞」の地域賞を受賞。

　1978年にロータリークラブ入会。RI財務長、理事、数々のRIおよび財団委員会の委員長と委員などを歴任。
パストガバナーであるジュリエット夫人とともに、メジャードナーおよびロータリー財団遺贈友の会会員。お二人のお子さんと4人の
お孫さんがおり、ムアルーダックにある自宅の7ヘクタールの敷地では、持続可能で有機的な生活哲学を実践している。

しかし、ロータリーにかけるライズリー氏の熱意は、1980年代前半に起きた女性会員の受け入れ問題という課題に直面しました。1977
年に米国カリフォルニア州デュアルテ・ロータリークラブが女性3人を入会させたところ、翌年に国際ロータリーからクラブの加盟認証
を取り消されました。1980年にはロータリー理事会といくつかのクラブが、RIとクラブの定款および細則から、会員を「男の人（male 
person）」と表現している箇所をすべて削除する提案をしましたが、否決されました。この事件によって、ロータリーの女性入会問題に
世界各国から関心が集まりました。
ライズリー氏にとって、これは良心がとがめる出来事でした。「1978年に入会した時、私は全員が男性であることに、思い至りませんでした。
まったく考えが及ばなかったのです」と、彼はふり返ります。しかし女性会員問題が争点になってみると、「こんな馬鹿げたことがあるか？
と心の中で思いました。人口の半分を拒否する組織とは、いったい何なんだ？それで、退会したんです。『人を差別する団体にはいたくない』
と言いました」
彼のクラブの会長は、もうひとつの選択肢を提案しました。「会長は、『退会は勧められないな。内側から、ロータリーに女性の入会を求
める活動をした方がいい』と言いました。私は条件付きでそれに同意しました。条件とは、クラブ内で投票して、クラブがその姿勢に同
意することです」。そこで投票にかけてみると、圧倒的多数の会員が、ロータリーへの女性の入会に賛成でした。
親友でサンドリンガム・クラブ会員のボブ・リチャーズ氏は、この論争でライズリー氏が果たした役割を今も覚えています。「イアンは
女性受け入れ推進者の中でも、特に説得力がありました。彼は『視点や考え方を多様化することにはメリットがある』と言っていました」
と、リチャーズ氏は思い出します。1989年にロータリーが正式に定款を変更すると、サンドリンガム・ロータリークラブはすぐに数人の
女性会員を迎え入れました。
しかしライズリー氏の妻ジュリエットさんは、サンドリンガム・クラブに入会しませんでした。代わりに、1995年にハンプトン・ロータリー
クラブの創立会長になり、図書館・情報学の仕事で磨き上げた組織運営能力と素晴らしい記憶力を発揮しました。
沖縄首里ロータリークラブの初めての国際奉仕プロジェクトのお話をします。
ネパールカトマンズでの学び環境改善支援及び文化交流プロジェクトです。
地区補助金を使って実施致しました。1年前から北澤窓可クラブ国際奉仕委員長 (当時 )が中心になって、緻密に計画され現地への事前
調査もされてクラブに提案、9人のクラブ会員家族がネパールに飛んで各種の事案について学び、語り、行動して参りました。
本当に奇遇ですが、今日、お話ししたイアン・ライズリーのサインの入った縦に巡り合いました。
それが、1番目に訪れたとこの校長室に『ロータリー人道奉仕功労賞』の縦が飾ってあったのです。
①恵まれない環境下にいる障害者児童を受け入れている施設への棚や備品の供与
②緊急避難場所にもなっていて、様々な原因から生活基盤困窮者になった人達の施設への飲料水提供1年分の寄贈
③僻地であるがため教育資材が不十分な地区、そこの学校への学習机や椅子の供与、ここでは、さらにorigami研修を子ども達と一緒に
行いました。実際に折紙でお相撲さんを作成、そして新しいデスクの上でトントントントン折紙相撲大会に全員が大盛り上がり。さらに
④地元のロータリークラブRID3292　DURBARMARG RC との交流と共同プロジェクト、例会参加で奉仕を語り合うミーティング～な
どなど有意義な活動となりました。学び語り動くクラブをこれからも目指していきます。
以上報告をしておきます。

Ian H.S. Riseley
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沖縄首里RC会長   坂東 隆弘
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例会の様子

クラブアッセンブリー

クラブ管理運営委員会
クラブビジョン委員会 
会員増強委員会
広報公共イメージ委員会
奉仕プロジェクト委員会
職業奉仕委員会
国際奉仕委員会
社会奉仕委員会
青少年奉仕委員会
ロータリー財団委員会
米山奨学金委員会

田中委員長
大類委員長
石井委員長
荒木委員長
新城委員長
山代委員長
宮本委員長
榊  委員長
大城委員長
伊津委員長
岩井委員長

開会点鐘                    坂東 隆弘 会⻑
ロータリーソング「OSRC の歌」
誕⽣⽇祝い                 クラブ管理運営委員会
ビジターゲスト紹介                        司会
会⻑報告の時間               坂東 隆弘 会⻑
幹事報告                   ⼟⽥ 光⼀ 幹事
委員会報告等                    各委員⻑
クラブアッセンブリー           司会
閉会点鐘                     坂東 隆弘 会⻑
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沖縄⾸⾥ RC 事務局
 〒900-0015 沖縄県那覇市久茂地 2-21-1-201 IJU 株式会社内
 Email osrc-office@okinawashuri-rc.jp
 Call 098-867-3300
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⼟⽥ 光⼀ 幹事

    理事会報告

2025 年 2 ⽉ 7 ⽇ ( ⾦ ) に沖縄分区の IM( インターシティミーティング ) が開催されます。
沖縄⾸⾥ロータリークラブの例会と重なりますが、IM 参加を例会出席となることが承認されました。
ZOOM でも参加出来る様に⼿配をします。

ガバナー事務所より「2024 年 9 ⽉ 能登半島豪⾬災害 ⽀援⾦のお願い」が届いております。
⾦額は任意ではありますが、可能であれば 1 ⼈ 500 円以上のご⽀援をお願い申し上げます。
振込期限は 12 ⽉ 13 ⽇です。事務局にてとりまとめお願い致します。

CR45 ちょこっとロータリー
 開催予定⽇時： 2024年 11⽉29⽇（⾦） 12:10〜12:55 (お昼)

開催⽅式       ： オンライン（    ）  
第44回 例会
 開催予定⽇時： 2024年 12⽉20⽇（⾦） 19:00〜20:00
 開催⽅式       ： オンライン（            ）  
CR45 ちょこっとロータリー
 開催予定⽇時： 2024年 12⽉27⽇（⾦） 12:10〜12:55 (お昼)

開催⽅式       ： オンライン（    ）  

参加者：17名  【17名 / 40名 [出席率:43%] 】

次回例会のお知らせ

今後の主な活動・会議

ガバナー公式訪問例会
 2024 年 12 ⽉ 6 ⽇ ( ⾦ ) 
  17：00 〜 17：20 会⻑幹事会
  17：30 〜 18：45 クラブ協議会
  19：00 〜 20：00 例会 ガバナー卓話
  20：20 〜 懇親会 ( 別会場 )

沖縄分区 IM( インターシティミーティング )
 2025 年 2 ⽉ 7 ⽇ ( ⾦ ) 14：00 〜
  登録開始： 13:30
  本 会 議： 14:00 〜 17:30
  懇 親 会： 17:50 〜 20:00
  場所： ダブルツリ―by ヒルトン那覇⾸⾥城「⾸⾥の間」「守礼の間」
       分担⾦は全員登録となっています。

出席報告


